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群馬県議会議員 リベラル群馬

世界に認められた歴史遺産
富岡製糸場と絹産業遺産群、上野三碑

抜群の暮らしやすさ
中学校までの医療費無料化、
日本一の物価の安さ［95.9（平成28年調査）］、少ない待機児童［28人（平成30年）］

自然
尾瀬国立公園、ラムサール条約湿地（尾瀬、渡良瀬遊水地、芳ヶ平湿地群）　
みなかみユネスコエコパーク
ぐんま県境稜線トレイルが開通しました！

温泉
温泉の数は関東一（全国3038か所のうち103か所の温泉地）

ぐんまの食と農
全国11位の農業産出額（2017年）、
首都圏の台所を支えています。
繭と生糸は日本一（繭収穫量の35％、生糸生産量の60％は群馬県）

ぐんまの産業
優れた技術を有するものづくり産業
郡馬がん特区、自動運転技術など新分野にも取り組んでいます。
歴史ある絹産業・繊維産業
ぐんまシルクのＰＲや新製品づくりに取り組んでいます。

ぐんまの
ここがすご

い！

日本の温泉100選で
16年連続1位
（平成30年現在）

日本の名湯
草津温泉

温泉まんじゅうの元祖
伊香保温泉

温泉マークの発祥
磯部温泉

稜線の長さ100km！

すきやき自給率100％の
すき焼き応援県

1982年

2005年
2006年
2007年
2011年

公益社団法人前橋青年会議所会員、前橋中央倫理法人会会員、
前橋東ロータリークラブ会員、ぐんま女性議員政策会議会員など

プロフィール
前橋市前箱田町在住
好きな言葉：感謝　趣味：お神輿、温泉めぐり

農家の長女として生まれ、幼少時代を千葉県匝瑳市で過ごす。
中学ではバレーボール部、高校では少林寺拳法部に所属。
司法試験に合格。
中央大学法学部法律学科を卒業。前橋地方裁判所で司法修習。
群馬弁護士会に登録。前橋市内の法律事務所に勤務。
群馬県議会議員（現在2期）

そう さ   し

群馬県議会議員・弁護士

小川あきら

群馬県議会議
員選挙は、

3月29日告示。4
月7日投票日です。
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●障害のある子どもが、地元で育ち、地元で学び、
地元で働くことができる環境づくり

●県の障がい者雇用の水増し問題の是正
●介護・福祉現場の働きやすい環境整備
●県内企業が飛躍発展していくための
産業人材の育成や技術開発の支援などの取組み

●元気で魅力あふれる農業・農村の実現
（担い手の確保・育成、農業競争力の強化など）
●待ったなしの人口減少対策
（若者の県外流出をストップ）
●男女がともに活躍できる地域づくり
●ぐんまの魅力を活かしたオール群馬の観光振興
（2020群馬ＤＣ）

＊女性のがん対策の充実を訴えています。
（ウイッグや人工乳房など外見ケアに対する支援を要望）
＊夫婦や子供などの家族問題を相談することができる女性相談
センターの機能強化を実現しました。
＊群馬県地域防災計画に女性の視点を反映しました。

かかあ天下の群馬県ですが、県議会には定数50人のうち、
女性議員は2人しかいません。県議会に女性の声を届けます！

女性の立場でハッキリ言います！

＊子供の貧困の実態調査を実現、学習支援やスクールソーシャル
ワーカーを拡充しました。
＊年々増加する虐待事例に対応するため児童相談所の体制を
強化。平成32年には東部児童相談所に一時保護所が新設
されます。

議会の中でも子供の貧困や児童虐待問題、犯罪被害者の
支援など「人権」にかかわるテーマに積極的に取り組んで
います。低所得者、低年金のお年寄り、１人親家庭、貧困
家庭の子どもたち、障害や難病をお持ちの方々に光を当て、
一人ひとりの人権や暮らしを守るのが政治の責任です。

弁護士としてしっかり守ります！

＊知事公舎の女性宿泊問題の説明を！！
＊海外出張でファーストクラスを利用するのは、税金の無駄
遣いでは？
＊コンベンション施設の建設はハコモノ行政を批判していた公約
に反するのでは？

知事に対して対等な立場で、行政運営をチェックするのが
県議会の役割です。知事に対しても厳しく追求してきました。

知事に対してもズバッと質問します！

しっかり
！ズバッ！

ハッキ
リ！

一緒に考えよう！

私たちの住む町のことこれからの課題

ごあいさつ

　皆さまの温かいご支援をいただき、もうすぐ

2期8年が過ぎようとしています。この間、

全力で駆け抜け、常に県民の目線で、そして

是々非々の立場で議会の質問に立ち、様々な

提言を行ってきました。女性の立場で、子育て

支援や福祉政策、教育の問題に取り組み、

子供の貧困対策の拡充や児童福祉施設の

体制強化を実現してきました。

　少子高齢・人口減少社会において、地方の

財政も厳しい状況です。既に国では年金や介護

の削減が進められ、財源不足により2037年に

は穴のあいた道路の補修工事や除雪作業すら

できなくなってしまうと予測されています。

「あれもこれも」ではなく「あれかこれか」の
選択が迫られる時代。優先順位をつけて

我慢すべきところは我慢する。正直で持続可能

な政治に改める必要があります。ハコモノ建設

や大型幹線道路の整備よりも「人への投資」や
「暮らしや福祉の充実」が最優先される県政へ。


